
素
　
材
日
本
力
｜
未
踏
に
挑
む
｜

　
自
動
車
や
家
電
、
日
用
品
や
ヘ
ル
ス
ケ
ア

医
療
関
連

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で

次
世
代
の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
拓
く
起
爆
剤
の
一
つ
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
の
が
新

ひ
ら

素
材
だ
。
鉄
、
非
鉄
、
化
学
の
素
材
メ
ー
カ
ー
各
社
で
は
２
０
２
０
年
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
開
発
、
製
造
の
体
制
整
備
が
着
々
と
進
む
。
未
来
を
変
え
る
素
材
の
今
を
追
う
。

帝
人
は
関
西
大
学
の
田
實
佳
郎
教
授
と
共
同
で
ウ
エ
ア

ラ
ブ
ル
セ
ン
サ
ー
「
圧
電
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
」
を
開
発

新素材次世代拓く起爆剤

日
立
化
成
が
試
作
し
た
曲
が
る
封
止

材
を
使
用
し
た
時
計

イ
メ
ー
ジ

生命科学インスティテュ
ートの自己採血検査をサ
ポートするドラッグスト
ア向け店頭端末「じぶん
ケア・ステーション」

ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
技
術
力
結
集

ハ
イ
テ
ン
で
自
動
車
軽
量
化

曲
が
る
電
子
材
装
着
端
末
に

（ ） 　　 （第２部） ２０１５年 平成２７年 ３月３１日 火曜日 　　

　
中
国
メ
ー
カ
ー
の
過
剰
生

産
に
よ
っ
て
競
争
が
激
化
す

る
総
合
化
学
業
界
。
汎
用
品

を
め
ぐ
っ
て
は
事
業
再
編
に

動
く
一
方
、
新
た
な
収
益
源

と
し
て
拡
充
す
る
の
が
ヘ
ル

ス
ケ
ア
事
業
だ
。
化
学
事
業

で
培
っ
た
技
術
力
を
生
か

し
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
製
品
を
開

発
し
、
新
興
国
メ
ー
カ
ー
と

差
別
化
を
図
る
。
日
本
は
も

ち
ろ
ん
、
世
界
全
体
で
高
齢

化
に
よ
り
ヘ
ル
ス
ケ
ア
市
場

は
拡
大
し
て
お
り
、
需
要
増

に
い
ち
早
く
対
応
す
る
た
め

に
も
、
グ
ル
ー
プ
内
の
技
術

融
合
が
課
題
と
な
る
。

　
旭
化
成
は

年
に
ヘ
ル
ス

ケ
ア
の
研
究
開
発
を
統
括
す

る
「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
究
開
発

セ
ン
タ
ー
」
を
新
設
し
た
。

こ
れ
は

年
に
約
１
８
０
０

億
円
で
買
収
し
た
米
救
命
救

急
機
器
大
手
の
ゾ
ー
ル
・
メ

デ
ィ
カ
ル
や
世
界
シ
ェ
ア
２

位
の
人
工
腎
臓
と
い
っ
た
医

療
事
業
を
は
じ
め
、
「
ヘ
ー

ベ
ル
ハ
ウ
ス
」
で
知
ら
れ
る

住
宅
事
業
、
浄
水
シ
ス
テ
ム

事
業
と
各
事
業
が
持
つ
技
術

を
組
み
合
わ
せ
た
在
宅
医
療

を
目
指
し
て
グ
ル
ー
プ
の
融

合
を
進
め
る
の
が
狙
い
だ
。

　
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
も
社
内
の
ヘ
ル
ス

ケ
ア
事
業
を
担
う
中
核
事
業

会
社
「
生
命
科
学
イ
ン
ス
テ

ィ
テ
ュ
ー
ト
」
を
新
設
し
て

い
る
。
三
井
化
学
も
眼
や
歯

な
ど
身
体
器
官
の
不
具
合
克

服
を
支
援
す
る
製
品
提
供
に

特
化
し
た
新
ブ
ラ
ン
ド
「
ホ

ー
ル
・
ユ
ー
」
を
立
ち
上
げ

た
。
全
社
の
研
究
開
発
部
門

を
一
元
的
に
統
括
し
て
、
新

事
業
・
新
製
品
の
早
期
事
業

化
を
促
す
研
究
開
発
本
部
も

４
月
１
日
に
新
設
す
る
。
社

内
技
術
の
結
集
に
加
え
、
社

外
か
ら
技
術
や
ア
イ
デ
ア
を

集
め
る
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
成
否
が

年
度
に

向
け
た
ヘ
ル
ス
ケ
ア
事
業
拡

大
の
カ
ギ
を
握
り
そ
う
だ
。

　
地
球
環
境
対
策
が
待
っ
た

な
し
の
中
、
自
動
車
な
ど
輸

送
機
器
の
燃
費
改
善
、
素
材

の
軽
量
化
は
重
要
課
題
の
一

つ
だ
。
鉄
鋼
業
界
で
は
高
強

度
な
高
張
力
鋼
板

ハ
イ
テ

ン

の
開
発
が
進
む
。
一
般

的
な
鋼
板
を
ハ
イ
テ
ン
に
置

き
換
え
れ
ば
、
鋼
板
を
薄
肉

化
で
き
、
軽
量
化
に
つ
な
が

る
。
ハ
イ
テ
ン
の
適
用
車
種

や
適
用
部
位
は
近
年
拡
大
傾

向
に
あ
り
、
今
後
は
引
っ
張

り
強
度
２

を
超
え
る

「
超
ハ
イ
テ
ン
」
の
実
用
化

も
そ
う
遠
く
な
さ
そ
う
だ
。

　
軽
量
化
に
向
け
て
、
鉄
の

代
替
素
材
と
し
て
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
へ
の
期
待
も
根
強
い
。

鉄
に
比
べ
て
、
比
重
が
３
分

の
１
と
い
う
ア
ル
ミ
は
、
こ

れ
ま
で
に
も
エ
ン
ジ
ン
や
ホ

イ
ー
ル
な
ど
の
自
動
車
部
品

に
採
用
さ
れ
て
き
た
。
欧
米

な
ど
の
環
境
規
制
強
化
が
追

い
風
と
な
り
、
フ
ー
ド
な
ど

の
パ
ネ
ル
材
で
も
ア
ル
ミ
へ

の
置
き
換
え
が
進
ん
で
い

る
。

　
た
だ
、
ア
ル
ミ
は
成
形
性

の
難
し
さ
と
高
い
コ
ス
ト
が

ネ
ッ
ク
に
な
る
。
プ
レ
ス
加

工
で
は
深
絞
り
が
し
に
く

く
、
シ
ワ
や
破
断
も
し
や
す

い
。
原
料
と
な
る
ア
ル
ミ
地

金
は
高
価
だ
。
加
工
条
件
の

最
適
化
や
新
地
金
の
使
用
原

単
位
の
削
減
な
ど
技
術
開
発

が
普
及
の
カ
ギ
を
握
る
。

　
家
電
や
日
用
品
を
め
ぐ
っ

て
は
ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
の

開
発
が
進
ん
で
い
る
。
柔
軟

性
が
あ
り
、
自
由
に
体
に
フ

ィ
ッ
ト
さ
せ
る
に
は

曲
が

る
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

が

キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
。

　
積
水
化
学
工
業
が
開
発
し

た
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
二
次
電

池
は
、
曲
が
る
の
が
特
徴
。

自
社
の
フ
ィ
ル
ム
や
シ
ー
ト

の
製
造
技
術
を
取
り
入
れ

た
。
独
メ
ル
ク
は
折
り
曲
げ

可
能
な
液
晶
パ
ネ
ル
を
試
作

し
た
。
有
機
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ

を
取
り
入
れ
る
な
ど
し
て
印

刷
方
式
で
製
造
で
き
る
。

　
曲
が
る
素
材
を
製
品
化
で

き
れ
ば
、
時
計
型
な
ど
の
ウ

エ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
に
使
え
る

ほ
か
、
折
り
た
た
ん
で
携
帯

し
た
り
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー

ス
に
設
置
し
た
り
で
き
る
。

次
世
代
の
曲
が
る
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
製
品
で
は
、
伸
縮

性
に
優
れ
る
樹
脂
の
採
用
比

率
を
高
め
た
い
考
え
だ
。

　
ま
た
、
日
立
化
成
は
ウ
エ

ア
ラ
ブ
ル
端
末
向
け
を
想
定

し
て
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
電

子
基
板
用
の
封
止
材
の
開
発

に
着
手
。
デ
ク
セ
リ
ア
ル
ズ

東
京
都
品
川
区

も
ワ
イ

ヤ
レ
ス

非
接
触

給
電
向

け
に
曲
げ
て
搭
載
で
き
る
コ

イ
ル
部
品
を
開
発
し
た
。

　
繊
維
メ
ー
カ
ー
で
も
従
来

の
「
着
る
」
「
身
に
つ
け

る
」
と
い
う
観
点
か
ら
ウ
エ

ア
ラ
ブ
ル
に
関
連
す
る
話
題

が
活
発
に
な
っ
て
き
た
。

　
東
レ
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
着
る
だ

け
で
心
拍
数
や
心
電
波
形
な

ど
の
生
体
情
報
を
取
得
で
き

る
機
能
素
材
「
ｈ
ｉ
ｔ
ｏ

ｅ
」
を
共
同
で
開
発
し
た
。

例
え
ば
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手

の
心
拍
数
の
変
化
を
調
べ
る

こ
と
で
、
上
級
者
は
イ
ン
タ

ー
バ
ル

休
憩

中
の
回
復

が
早
い
こ
と
な
ど
が
分
か

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ

分
野
で
の
普
及
を
狙
う
。

　
帝
人
が
関
西
大
学
シ
ス
テ

ム
理
工
学
部
の
田
實
佳
郎
教

授
と
共
同
開
発
し
た
ウ
エ
ア

ラ
ブ
ル
セ
ン
サ
ー
「
圧
電
フ

ァ
ブ
リ
ッ
ク
」
は
生
地
の
動

き
を
感
知
し
て
デ
ー
タ
化
す

る
。
荷
重
移
動
や
位
置
、
圧

力
を
感
知
す
る
セ
ン
サ
ー
や

ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
ー
な
ど
へ

の
展
開
を
想
定
し
て
い
る
。

た
だ
、
生
体
情
報
を
提
供
す

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
対
策
を
万
全
に
し

つ
つ
、
普
及
さ
せ
る
こ
と
が

重
要
に
な
り
そ
う
だ
。


